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１面
世界の食料を支配する一企業
診療研究会

２面 参議院選挙候補者アンケート結果

３面 指導計画のお知らせ

４面
医療機関への苦情事例、医療職員セミナーの
ご案内、橋下徹氏の発言に抗議する
理事会だより

　
映
画「
パ
リ
で
一
緒
に
」は
、

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ホ
ー
ル
デ
ン

扮
す
る
脚
本
家
の
も
と
に
、

オ
ー
ド
リ
ー.

ヘ
ッ
プ
バ
ー

ン
が
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
来
る
と
こ
ろ
か
ら

物
語
が
始
ま
る
。

「
君
の
名
は
何
」

「
ガ
ブ
リ
エ
ル
」

「
パ
リ
に
何
年
」「
二
年
」

「
映
画
の
勉
強
に
」

「
そ
れ
も
あ
る
け
ど　
ほ
ん
と

の
目
的
は
生
き
る
た
め
よ
」

「
生
き
る
た
め
に
？
」

「
最
初
の
半
年　
退
廃
生
活
を

勉
強
し
た
わ
」

「
パ
リ
祭
の
デ
ー
ト
も
経
験
の

う
ち
か
」

「
た
だ
の
友
達
よ　
」

「
君
は
そ
の
俳
優
と
パ
リ
祭
に

な
に
を
す
る
？
」

「
一
日
一
緒
に
す
ご
す
わ
」

「
行
き
つ
け
の
店
で
朝
食
を
し

て
」

「
パ
リ
の
中
を
踊
っ
て
歩
い

て
」

「
五
時
に
オ
ペ
ラ
」

「
ラ.

マ
セ
イ
エ
ー
ズ
を
歌
っ

て
」

「
花
火
を
見
て
夜
食
に
シ
ャ
ン

パ
ン
を
飲
む
の
よ
」

「
好
き
だ
ね
」

「
何
が
」

「
生
き
る
こ
と
が
」

「
朝
起
き
て
一
日
が
始
ま
る
と

思
う
と
胸
が
お
ど
る
わ
」

　

さ
て
、
ご
同
輩
、
わ
れ
わ

れ
も
、
も
う
一
度
退
廃
生
活

を
勉
強
し
、
た
だ
の
友
達
と

一
日
一
緒
に
す
ご
し
、
行
き

つ
け
の
店
で
厚
い
プ
ラ
チ
ナ

ポ
ー
ク
を
食
べ
、
通
り
を
軽

や
か
に
歩
き
、
五
時
に
コ
ン

サ
ー
ト
、
そ
の
あ
と
カ
ラ
オ

ケ
に
行
っ
て
、
星
座
を
見
て

夜
食
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
の
む
、

明
日
の
服
装
と
、
す
る
こ
と

を
考
え
な
が
ら
眠
る
。

　

き
っ
と
朝
起
き
て
一
日
が

始
ま
る
と
思
う
と
胸
が
お
ど

る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
レ
マ
ン
湖
の　
ほ
と
り
の
小

さ
な　

村
の
墓
地　

村
人
と

な
り　
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
眠
る
」

と
。　
　
　
（Tam

ura

）

は  

り

　

５
月
20
日
、
盛
岡
の
ア

イ
ー
ナ
で
岩
手
医
科
大
学
呼

吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原

病
内
科
診
療
内
科
講
師
の
鈴

木
順
先
生
を
講
師
に
「
患
者

さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
に
」
と
題
し
て
診
療
研

究
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
先
生
は
始
め
に
、
治
療
を

効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
医

療
者
の
心
得
と
し
て
、「
治

療
的
自
己
」
の
概
念
を
説
明

し
、
共
鳴
（
患
者
と
の
一

時
期
的
な
同
一
化
）
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
、
ど
う
あ
れ
ば
よ

い
か
（
態
度
）
が
よ
り
重
要

だ
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
治

療
者
は
50
％
以
上
の
客
観
性

と
50
％
未
満
の
共
鳴
を
心
が

け
て
患
者
を
現
実
社
会
に
戻

す
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
ワ

ト
キ
ン
ス
米
国
モ
ン
タ
ナ
大

学
臨
床
心
理
学
教
授
の
考
え

方
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
次
に
抑
う
つ
気
分
、
う
つ

状
態
、
う
つ
病
の
違
い
、
う

つ
病
患
者
の
80
％
は
身
体
症

状
の
み
を
訴
え
る
な
ど
の
特

徴
と
、
う
つ
状
態
が
認
め
ら

れ
や
す
い
身
体
疾
患
の
中
か

ら
糖
尿
病
と
呼
吸
器
疾
患
の

﹁
モ
ン
サ
ン
ト
の
不
自
然
な
食
べ
も
の
﹂

 

世
界
の
食
料
を
支
配
す
る
一
企
業

　
　
食
の
安
全
と
健
康
の
危
機
を
警
告

　
ア
メ
リ
カ
に
本
社
を
構
え

る
ア
グ
ロ
バ
イ
オ
企
業
「
モ

ン
サ
ン
ト
社
」
は
世
界
の
遺

伝
子
組
み
換
え
作
物
市
場
の

90
％
を
誇
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
。そ
の
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー

ジ
に
隠
さ
れ
た
裏
の
姿
を
カ

メ
ラ
は
追
い
ま
す
。

　
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
か

ら
、
過
去
に
発
売
さ
れ
た
枯

葉
剤
、
農
薬
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
牛

成
長
ホ
ル
モ
ン
。
映
画
で
は

１
世
紀
に
渡
る
モ
ン
サ
ン
ト

社
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
た

歴
史
を
多
く
の
証
言
と
機
密

文
書
に
よ
っ
て
検
証
し
て
い

き
ま
す
。

　
モ
ン
サ
ン
ト
社
は
自
然
界

の
遺
伝
的
多
様
性
や
食
の
安

全
、
環
境
へ
の
影
響
、
農
業

に
携
わ
る
人
々
の
暮
ら
し
を

意
に
介
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
映
画
は
生
物
の
根
幹

で
あ
る
「
タ
ネ
」
を
支
配
し
、

利
益
ば
か
り
を
追
求
す
る
現

在
の
「
食
」
の
経
済
構
造
に

強
い
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。

共
感
と
客
観
性
の
バ
ラ
ン
ス

診
療
研
究
会
﹁
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
﹂ 

映画　
当
協
会
で
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
﹁
モ
ン

サ
ン
ト
の
不
自
然
な
食
べ
も
の
﹂
の
無
料
上
映
会
を

６
月
25
日
㈫
19
時
か
ら
盛
岡
の
ア
イ
ー
ナ
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
す
。

　
農
業
、
食
の
安
全
、
医
療
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
影
響
が
あ

る
と
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、

急
速
に
進
む
経
済
の
グ
ロ
ー

世
界
の
胃
袋
を
握
る
︱

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
揺
れ
る
食
の

安
全
と
不
自
然
な
食
べ
も
の

バ
ル
化
。
こ
の
映
画
に
登
場

す
る
各
国
の
深
刻
な
状
況
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

ん
だ
、
明
日
の
日
本
の
姿
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
不
自
然
な
食
べ
も
の
（
遺

伝
子
組
み
換
え
作
物
）
が
環

境
、
人
体
に
与
え
る
影
響
は

誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
で
遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
な
ど
危
険
な
食
べ
物

が
日
本
に
入
っ
て
く
る
の
は

確
実
で
す
。
ま
た
、
残
留
農

薬
の
基
準
が
緩
く
な
り
、
使

用
で
き
る
食
品
添
加
物
の
種

類
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
42
カ
国
で
公
開
さ
れ
た
遺

伝
子
組
み
換
え
政
策
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
「
食
」
ひ

い
て
は
「
い
の
ち
」
を
め
ぐ

る
世
界
の
構
造
を
暴
く
、
今

見
る
べ
き
映
画
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【日時】 ６月25日㈫
 19：00～21：00（開場18：30）

【場所】 アイーナ７階 　アイーナホール
 盛岡市盛岡駅西通1－7－1

無料上映会

入場無料

ポイント
は

例
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

う
つ
状
態
の
原
因
と
な
り
得

る
薬
剤
、
う
つ
病
の
誘
因
と

な
る
環
境
因
子
や
ス
ト
レ
ス

（
日
常
的
ス
ト
レ
ス
刺
激
）、

う
つ
に
な
り
や
す
い
性
格
、

新
型
う
つ
病
と
従
来
型
の
違

い
を
説
明
し
、
う
つ
病
に
気

が
つ
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、

抗
う
つ
薬
の
正
し
い
使
い

方
、
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
Ｓ
Ｎ
Ｒ
Ｉ

投
薬
時
の
留
意
点
、
患
者
さ

ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
家
族

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
う
つ
病

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
部
分

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
う

つ
病
を
疑
う
ポ
イ
ン
ト
を
頭

に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
の
声

に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
共
感
の
さ
ら

に
上
、﹃
共
鳴
﹄
大
事
に
し

て
い
き
た
い
で
す
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
師
の
鈴
木
順
先
生

診療研究会のようす
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参議院選挙候補者アンケート
　当協会では、5 月 17 日現在、7 月に予定されている参議院選挙予定候補者の方々に下記のアンケートを
お願いしました。回答をいただきましたので、会員の先生方の参考の一つにしていただければ幸いです。

　  アンケート内容
１．医療を受けた際、患者さ

んの窓口負担は現在 3 割
です。Ｇ７の中で窓口負担
が原則無料でない国は日本
とアメリカだけですが、窓
口負担はどれが適当とお考
えですか。

①　3 割
②　2 割
③　1 割
④　なし
⑤　（　　）割が妥当

２．保険診療では患者さんに対
して消費税がかかりません
が、医薬品や医療機器等には
消費税が課せられ、医療機関
が負担しています。消費税増
税によって医業経営に深刻な
影響を及ぼす恐れがありま
す。医療機関に消費税を還元
すべきとお考えですか。

①　還元すべき
②　還元すべきではない
③　保険診療に消費税をかける

べき（窓口負担に消費税を上
乗せして患者さんから徴収）

④　その他

３．TPP 参加で日本の皆保険
制度が形骸化し、アメリカ
の民間保険のような制度に
代わる可能性があります
が、TPP 参加についてどの
ようにお考えですか。

①　参加すべき
　　　（例外なき関税撤廃）
② 　条件付き参加
　（条件：　　　　　　　　）
③　参加すべきではない
④　その他

４．原子力発電を利用すると、
現在の科学技術では処理で
きない放射性物質を生み出
し、それらは 100 万年に
渡って生命環境から隔離し
なければなりません。しか
し、エネルギーの確保も大
きな課題です。原子力発電
についてどのようにお考え
ですか。

①　即時撤廃
②　西暦 (　　　）年に撤廃
③　存続（現状通り）　　
④　数を減らして存続
⑤　その他

５．国会議員になられた
場合、1 番力を入れた
いこと、得意分野を教
えてください。

　（少子化や医療について
お考えがあれば教えて
ください。）

候補者

質　問

平　野　達　男 氏（58）
無所属・現

吉　田　晴　美 氏（41）
民主・新

田　中　真　一  氏（46）
自民・新

１．患者窓口負担につ
いて

①　3 割 ①　3 割 ①　3 割

２．医療機関への消費
税の還元について

①　還元すべき ①　還元すべき ③　保険診療に消費税をかけるべき

３．TPP 参加について ④　その他
　　食の安全を脅かす、その基盤を損

ねるような TPP、農林水産業、農山
漁村の衰退につながるような TPP で
あれば、TPP への参加は断固阻止。

③　基本的に参加すべきではない
　　自由診療に関しては検討余地あり

②　条件付き参加　
　１．皆保険制度の維持
　２．農業例外品目の維持

４．原子力発電につい
て

④　数を減らして存続
　　徹底した安全対策最優先

②　2030 年代に 0 を目指す ⑤　その他
　　ベストミックスを取り入れた上で、

最新の設備に更新する。
５．力を入れたいこと、

得意分野。（少子化や
医療について）

復興 　自身が甲状腺がんを克服した経験から、
医療の大切さを強く感じています。医療現
場で働く方々の負担は非常に大きく、就業
環境改善に努めたい。両親ともに要介護で
あり、介護分野にも注力したいです。少子
化に関しては働く母親の立場から多様化す
る生活スタイルに対応し「産みたい、育て
たい」おもいを実現します。

　日本の未来を担う人づくり
　人口減少は経済活動の縮小、国力の低
下の原因となる。少子化対策は急務と考
える。

候補者

質　問

たかはし　敬　子 氏（51）
幸福・新

菊　池　ゆきお 氏（54）
共産・新

関　根　敏　伸 氏（57）
生活・新

１．患者窓口負担につ
いて

①　3 割 ④　なし ①　3 割

２．医療機関への消費
税の還元について

④　その他
　　消費税増税は中止すべきです。

①　還元すべき ①　還元すべき

３．TPP 参加について ②　条件付き参加 ③　参加すべきではない ③　参加すべきではない

４．原子力発電につい
て

③　存続（現状通り）
　　現時点では、エネルギーの確保が

優先です。今後、新エネルギーの開
発も進めていきます。

①　即時撤廃 ①　即時撤廃

５．力を入れたいこと、
得意分野。（少子化や
医療について）

　消費税増税の中止は強力に進めてい
きます。　　　　　　
　得意分野は、主に農業です。　　　
　少子化については、女性が働きなが
らでも、3 人位は子供を育てられるよ
うな環境を整えていきます。

　被災者のくらし・生業の再建を中心
にすえた復興。
　消費税増税と社会保障の一体改悪、
TPP 推進を中止に。
　所得と仕事をふやし、景気回復をは
かる。
　子どもと高齢者の医療費を無料に。

　地域医療の再生に全力を尽くします！

※候補者名の順番は左上から回答順となっています。
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個別指導、新規個別指導は
６月７月から開始

今
年
度
　
岩
手
県

　
指
導
計
画
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
の
保
険
医
療
機
関

に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
、

東
北
厚
生
局
岩
手
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
次
の
通
り

で
し
た
の
で
ご
参
照
下
さ

い
。

　
今
年
度
は
、
集
団
的
個
別

指
導
、
新
規
個
別
指
導
、
個

別
指
導
の
他
に
、
特
定
機
能

病
院
等
に
対
し
て
行
わ
れ
る

特
定
共
同
指
導
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
の
指
導
実

施
件
数
、
診
療
科
別
平
均
点

数
、
今
年
度
の
地
区
別
指
導

計
画
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
８
日
付
け
で
東
北
厚
生

局
に
情
報
開
示
請
求
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
開
示

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
速
や

か
に
開
示
す
る
よ
う
求
め
て

お
り
ま
す
が
、
開
示
さ
れ
次

第
、
先
生
方
に
情
報
提
供
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

○
集
団
的
個
別
指
導
　︵
高

点
数
に
対
す
る
指
導
︶

　
選
定
基
準
は
、
診
療
科
別

に
平
均
点
数
の
１・２
倍（
病

院
は
１・
１
倍
）
を
超
え
た

保
険
医
療
機
関
の
上
位
８
％

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。１・

２
倍
を
超
え
て
も
、
昨
年
度

及
び
一
昨
年
度
に
集
団
的
個

別
指
導
を
受
け
た
医
療
機
関

や
、
今
年
度
個
別
指
導
が
行

わ
れ
る
医
療
機
関
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
実
施
方
法
は
集
団
で
の
講

習
会
形
式
の
み
で
、
レ
セ
プ

ト
と
の
突
合
せ
は
行
い
ま
せ

ん
。
場
所
は
、
医
科
は
盛
岡

市
内
、
歯
科
は
各
地
区
で
行

わ
れ
ま
す
。
実
施
時
期
は
、

医
科
歯
科
と
も
９
月
か
ら
の

予
定
で
す
。

○
新
規
個
別
指
導

　
昨
年
度
新
規
に
登
録
さ
れ

た
全
て
の
医
療
機
関
（
移
動

や
組
織
変
更
は
対
象
外
）
に

対
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
用
意
さ
せ
ら
れ
る
書
類
等

は
、
①
対
象
患
者
の
初
診
時

か
ら
の
カ
ル
テ
、
②
前
記
患

者
の
検
査
事
項
を
収
録
し
た

書
類
及
び
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム

（
直
近
１
年
分
）、
③
前
記
患

者
の
診
療
費
の
請
求
書
・
領

収
書
の
控
え
（
直
近
１
年

分
）、
④
患
者
ご
と
の
一
部

負
担
金
徴
収
に
係
る
帳
簿
ま

た
は
日
計
表
等
（
直
近
１
年

分
）、
⑤
薬
剤
情
報
提
供
に

か
か
る
文
書
、
⑥
医
師
、
看

護
師
の
出
勤
簿
、
⑦
保
険
外

負
担
一
覧
表
、
⑧
返
戻
、
増

減
点
通
知
に
関
す
る
書
類
な

ど
。

　

入
院
医
療
機
関
の
場
合

は
、
入
院
計
画
書
な
ど
入
院

関
係
の
書
類
も
あ
り
ま
す
。

　
実
施
通
知
は
指
導
日
の
３

週
間
前
に
文
書
で
通
知
さ
れ

ま
す
。対
象
患
者
の
指
定
は
、

医
科
歯
科
と
も
、
診
療
所
は

指
導
日
の
４
日
前
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
10
名
分
の
連
絡
が
あ
り
ま

す
。
実
施
場
所
は
、
医
科
は

盛
岡
市
内
、
歯
科
は
各
地
区

で
行
わ
れ
ま
す
。
時
間
は
医

科
歯
科
と
も
１
時
間
で
す
。

時
期
は
、
医
科
歯
科
と
も
６

月
ま
た
は
７
月
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
個
別
指
導

　
個
別
指
導
の
対
象
と
な
る

医
療
機
関
は
、
審
査
・
支
払

機
関
、
保
険
者
、
患
者
か
ら

の
情
報
や
、
高
点
数
な
ど
に

基
づ
い
て
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
新
規
個
別
指
導
と
同
様
の

書
類
を
用
意
さ
せ
ら
れ
、
個

別
に
面
談
方
式
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
実
施
通
知
は
、
新
規
指
導

と
同
様
、
指
導
日
の
３
週
間

前
で
す
。
対
象
患
者
の
指
定

は
、
医
科
歯
科
と
も
指
導
日

の
４
日
前
に
15
名
分
、
前
日

に
15
名
分
計
30
名
分
が
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
指
定
さ
れ
ま
す
。
時
間

は
医
科
歯
科
と
も
診
療
所
は

２
時
間
、
病
院
は
３
時
間
に

な
り
ま
す
。

　
場
所
は
、
医
科
は
盛
岡
市

内
、
歯
科
は
各
地
区
で
行
わ

れ
ま
す
。
時
期
は
医
科
歯
科

と
も
６
月
ま
た
は
７
月
か
ら

の
予
定
で
す
。

　

○
特
定
共
同
指
導

　
特
定
共
同
指
導
は
厚
生
労

働
省
（
本
省
）
が
主
体
と
な

り
、
東
北
厚
生
局
岩
手
事
務

所
と
県
が
協
力
し
て
行
い
ま

す
。
対
象
医
療
機
関
は
、
①

臨
床
研
修
指
定
病
院　
②
大

学
付
属
病
院　
③
特
定
機
能

病
院　
④
同
一
開
設
者
に
係

る
複
数
の
都
道
府
県
に
所

在
す
る
保
険
医
療
機
関　
⑤

そ
の
他
、
緊
急
性
を
要
す
る

場
合
等
で
あ
っ
て
、
特
に
特

定
共
同
指
導
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
保
険
医
療
機
関
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
場
合
は
午
前
か
ら

午
後
に
か
け
て
、
当
該
病
院

へ
の
立
ち
入
り
指
導
と
な
り

ま
す
。
実
施
の
通
知
は
、
個

別
指
導
同
様
、
指
導
日
の
３

週
間
前
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
本
県
の
実
施
予
定
件
数
等

に
つ
い
て
東
北
厚
生
局
岩
手

事
務
所
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

電
話
で
は
教
え
ら
れ
な
い
、

後
日
開
示
す
る
資
料
を
見
て

欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
共
同
指
導
は
、
今

年
度
は
計
画
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
指
導
・
監
査
の
留
意
点
と

し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

指
導
内
容
に
従
う
か
ど

う
か
は
保
険
医
の
任
意

医　　科 歯　　科

時　期 場　所 時　期 場　所
集 団 的
個 別 指 導 9 月から 盛岡市内

一か所 9 月から 各地区
複数個所

新規個別指導 ６、7 月から 盛岡市内
一か所 ６、7 月から 各地区

複数個所

個 別 指 導 ６、7 月から 盛岡市内
一か所 ６、7 月から 各地区

複数個所

指導の通知が来たら

１．「通知」を確認して、すぐに
保険医協会に連絡を

２．カルテ記載の整備、確認

３．X 線など持参物の確認、整
備

４．指導当日は「大丈夫」の気
概で

５．必要なことはメモを取る

６．指導が終わったら、事後対
策のために協会に報告を

今
年
度
の
岩
手
の
指

導
計
画
と
解
説

萎
縮
せ
ず
堂
々
と
診

察
を

　
指
導
は
で
き
れ
ば
受
け
た

く
な
い
も
の
で
す
が
、
健
康

保
険
法
第
73
条
に
規
定
さ
れ

て
い
る
通
り
、
拒
否
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
行

政
手
続
法
第
32
条
で
は
、
指

導
内
容
に
従
う
か
ど
う
か
は

保
険
医
の
任
意
で
あ
り
、
従

わ
な
か
っ
た
こ
と
で
不
利
益

な
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

弁
護
士
の
帯
同
は
可
能

　
指
導
当
日
の
弁
護
士
の
帯

同
は
可
能
で
す
。
そ
の
際

は
、
事
前
に
厚
生
局
に
対
し

て
書
面
で
の
申
し
出
が
必
要

で
す
。

　
弁
護
士
の
帯
同
を
希
望
さ

れ
る
際
は
、
お
早
め
に
当
協

会
へ
ご
相
談
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
岩
手
県

保
険
医
協
会　
電
話
０
１
９

－

６
５
１

－

７
３
４
１
）

録
音
も
可
能

　
指
導
当
日
の
録
音
も
可
能

で
す
。
事
前
に
厚
生
局
に

連
絡
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
事
前
に
連
絡
な
く
録

音
機
を
取
り
出
し
た
と
し
て

も
、
指
導
の
中
止
や
延
期
を

迫
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
予

定
通
り
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
医
療
機
関
が
録
音
を
す
る

場
合
は
、
行
政
側
も
録
音
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

弁
護
士
の
帯
同
、
録
音

の
効
果

　
指
導
時
の
弁
護
士
の
帯
同

や
録
音
は
、

①　
密
室
の
中
で
の
指
導
に

お
い
て
、
恫
喝
的
な
指
導
が

な
く
な
り
、
懇
切
丁
寧
な
指

導
が
な
さ
れ
た

②　
指
導
を
受
け
る
先
生
が

自
分
の
意
見
を
言
い
や
す
く

な
っ
た

な
ど
の
効
果
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

自
主
返
還
に
つ
い
て

　

個
別
指
導
の
自
主
返
還

は
、
返
還
す
る
こ
と
に
納
得

で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
や

納
得
す
る
ま
で
話
し
合
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
行
政
手
続
法
第
32
条
で
は

「
行
政
指
導
に
携
わ
る
も
の

は
、
そ
の
相
手
方
が
行
政
指

導
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
り

扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
返
還
は

強
要
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

協
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
個
別
指
導
の
通
知
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
協
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
指
導
対
策
の
書
籍

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
下
さ
い
。
相

談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

岩
手
県
保
険
医
協
会
（
電

話
０
１
９

－

６
５
１

－

７
３
４
１
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
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県
で
は
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療

に
関
す
る
相
談
窓
口
「
岩
手

県
民
医
療
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
古
い
数

字
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
18

年
度
は
延
７
９
５
件
（
実
数

５
７
７
件
）
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
、
前
年
度
よ
り
延
件

数
で
３
１
５
件
、
実
数
で
は

２
１
１
件
増
加
し
ま
し
た
。

　
盛
岡
の
方
か
ら
の
相
談
が

54
％
と
多
く
、岩
手
中
部
９・

１
％
、
胆
江
６
％
と
続
き
ま

す
。

　

相
談
の
対
象
と
な
っ
た

医
療
機
関
は
、
診
療
所
27
・

９
％
、
民
間
病
院
21・
８
％
、

県
立
病
院
20
・
８
％
、
国
立

病
院
９・
６
％
、
大
学
病
院

７・８
％
、
歯
科
診
療
所
３
・

９
％
で
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
相
談
と
対
応

に
つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま

す
。

〈
全
国
の
医
療
相
談
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
事
例
〉

見
方

１
、　　
　
　
　
　

枠
内
が

患
者
さ
ん
か
ら
の
相
談
・

苦
情
内
容

２
、
対
処
方
法
は
相
談
者
や

医
療
機
関
に
対
す
る
医
療

相
談
セ
ン
タ
ー
の
対
応

３
、【
医
療
機
関
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
】
は
、
相
談
事
例

を
受
け
て
、
各
医
療
機
関

に
お
け
る
未
然
防
止
・
対

応
に
つ
い
て
の
医
療
相
談

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス

１
、
清
潔
の
保
持

○
院
内
の
清
潔
が
行
き
届

い
て
い
な
い
。

○
廊
下
に
物
が
散
乱
し
て

い
て
、
非
常
口
が
ふ
さ

が
れ
て
い
る
。

対
処
方
法
：
医
療
法
に
基
づ

き
病
院
に
事
実
関
係
を
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
立
入
検

査
や
指
導
を
行
う
。

【
医
療
機
関
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
】

　
こ
う
し
た
事
例
に
お
い
て

は
、
衛
生
面
の
他
、
院
内
感

染
対
策
や
医
療
安
全
上
の
観

点
か
ら
も
問
題
と
な
る
場
合

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
は
日
常
的
な
風
景
に

な
っ
て
し
ま
い
、
問
題
が

あ
っ
て
も
保
健
所
の
医
療
監

視
や
利
用
者
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
が
な
け
れ
ば
気
付
か
な
い

場
合
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
相
談
・
指
摘
が

あ
っ
た
場
合
に
は
真
摯
に
受

止
め
、
必
要
な
改
善
を
速
や

か
に
行
う
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
他
の
医
療
機
関
の
見
学

や
情
報
交
換
等
を
通
じ
て
、

自
分
た
ち
の
医
療
機
関
を
見

つ
め
直
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
、
職
員
対
応

○
診
察
を
受
け
た
際
、「
こ

の
程
度
で
診
察
に
来
る

な
」
と
文
句
を
言
わ
れ

た
。

○
看
護
師
が
他
の
患
者
が

い
る
前
で
、
自
分
の
症

状
を
大
声
で
説
明
し
た

た
め
、
恥
ず
か
し
い
思

い
を
し
た
。

対
応
方
法
：
病
院
職
員
の
言

動
が
法
律
に
抵
触
す
る
場
合

を
除
き
、
大
部
分
が
個
人
の

資
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い

た
め
、
相
談
者
に
法
律
上
の

問
題
で
は
な
い
旨
を
説
明
し

て
お
く
。

　
相
談
者
か
ら
病
院
へ
の
指

導
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、

病
院
に
連
絡
し
、
事
実
関
係

の
確
認
を
依
頼
す
る
。

　
病
院
が
事
実
を
認
め
た
場

合
は
、
改
善
に
向
け
た
注
意

喚
起
を
促
す
と
同
時
に
、
相

談
者
に
対
す
る
誠
意
あ
る
対

応
を
依
頼
す
る
。

【
医
療
機
関
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
】

　
相
談
事
例
の
中
に
は
、
発

言
内
容
に
つ
い
て
、
相
談
者

が
「
発
言
し
た
医
療
従
事
者

の
意
図
」
と
異
な
っ
た
解
釈

を
し
た
た
め
苦
情
と
な
る
場

合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
苦
情
が
あ
っ
た

場
合
、
医
療
機
関
は
医
療
従

事
者
側
の
主
張
（
言
い
分
）

に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、

患
者
の
受
止
め
方
は
様
々
で

あ
る
こ
と
を
理
解
の
上
、
誤

解
を
与
え
た
こ
と
を
素
直
に

謝
罪
す
る
と
い
っ
た
対
応
も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

３
、 

入
院
３
カ
月
の
強
制
転

院○
入
院
し
て
３
カ
月
た
っ

た
と
こ
ろ
、
病
院
側
か

ら
強
制
的
に
転
院
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
て
い

る
。

対
応
方
法
：
転
院
先
に
関
す

る
不
満
に
つ
い
て
は
、
主
治

医
や
病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
等
と
の
話
し
合
い
を
勧

め
る
。
相
談
者
が
病
院
に
言

い
出
し
に
く
い
等
の
理
由
で

「
窓
口
」
か
ら
病
院
に
伝
え

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
っ
た
場
合
は
、
病
院
に

連
絡
し
、
相
談
者
と
の
話
し

合
い
を
依
頼
す
る
。

　
明
ら
か
に
経
営
上
の
理
由

に
よ
る
ケ
ー
ス
と
思
わ
れ
る

場
合
で
、相
談
者
が
「
窓
口
」

か
ら
病
院
へ
の
指
導
を
希
望

し
た
場
合
は
、
相
談
者
の
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
を
確

認
し
、
所
管
行
政
か
ら
指
導

し
て
も
ら
う
。

【
医
療
機
関
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
】

　
「
転
院
し
た
く
な
い
の
に

転
院
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ

る
」「
転
院
し
た
い
の
に
さ

せ
て
く
れ
な
い
」
な
ど
、
転

院
に
関
係
す
る
相
談
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　
前
者
の
場
合
で
は
、
相
談

者
の
意
向
と
し
て
「
急
性
期

の
医
療
機
関
に
居
た
い
の
に

見
捨
て
ら
れ
た
よ
う
で
…
」

「
介
護
す
る
人
も
い
な
い
し

…
」
な
ど
と
い
っ
た
背
景
を

理
由
と
し
て
い
る
場
合
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
後
者
の
場
合
は
、
医
療
機

関
と
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
を

抱
え
て
い
る
場
合
や
、
患
者

や
家
族
の
思
っ
た
よ
う
な
治

療
結
果
が
見
ら
れ
な
い
場
合

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
患

者
や
家
族
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
理
由
を
き
ち

ん
と
説
明
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
予
め
長
期
的

こ
ん
な
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

～
医
療
機
関
へ
の
苦
情
事
例
～

な
治
療
計
画
を
立
て
る
中
で

患
者
や
家
族
に
説
明
し
な
が

ら
、
転
院
や
退
院
に
つ
い
て

準
備
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

岩
手
県
保
健
福
祉
部
医
療
国

保
課
平
成
20
年
３
月
発
行
「
医

療
相
談
の
手
引
き
」
よ
り
引
用

2013 年 5 月 21 日
岩手県保険医協会常任理事会

橋下徹氏の発言に抗議する

　5 月 13 日、日本維新の会共同代表の橋下徹大阪市長は旧日本
軍の従軍慰安婦問題について、「当時は軍の規律を維持するため
に必要だった」と発言し、その後、内外から批判を受けているこ
とに関し、「慰安婦を容認したことはない。大誤報をやられた」
とメディア批判をしました。
　橋下氏は上記発言以外にも、在日米軍に風俗業の活用も求めて
おり、公職者によるこれらの一連の発言は、女性だけでなく男性
の基本的人権を無視し、旧日本軍による組織的な性暴力と性奴隷
制を公然と肯定し、女性を軍隊の性の道具とみなす重大な発言で
あり、米軍犯罪・性暴力に対する擁護にまでつながります。女性
の権利、尊厳を守るためにも、橋下氏の暴言を断じて許すわけに
はいきません。
　橋下氏は自身の発言が批判を受けるとメディアを批判し正式な
記者会見以外の取材を拒否しました。さらには、「日本人は読解
力不足」とするなど、開き直りととらえられる態度を示し、政治
的立場にある者とは思えない幼稚な振る舞いと、立場をわきまえ
ず発言を繰り返す橋下氏の人間性を疑います。
　岩手県保険医協会は開業医宣言において、過去の戦争の過ちを
教訓として学ぶとともに、平和を脅かすあらゆる動きに対し、医
師の社会的責任を果たす決意をしています。また、従軍慰安婦は
異常な状況の戦時下で生まれたことから、私たちは健康と命を守
る医療人として、いかなる戦争も許さず平和を守り、未来永劫、
従軍慰安婦のような悲劇を二度と起こさないためにも、橋下氏の
発言に抗議します。

医療職員セミナーのご案内　
「安全な院内環境への配慮と具体的な接遇」

主な内容
　	接遇の基本を見直し、患者様心理を考えた応対　
　	具体的な院内コミュニケーション
　	安全と接遇の深い関係を知る　　
　	クレームにならないための工夫とクレームの場面

での心からの応対
　	院内では使っていけない言葉・モラルハラスメン

ト
　	安全対策としての院内での声かけ

　講　師：　 長久保　美　奈　氏　
　　　　　　　㈲ミナ・コーポレーション代表取締役

　盛岡会場 6 ／ 22 ㈯ 18：30 ～ 20：30
 　アイーナ 803 会議室
　奥州会場 6 ／ 23 ㈰ 10：00 ～ 12：00
 　みずさわ北ホテル
　宮古会場 （予定）

　参加費：会員医療機関　お一人様　500 円

※参加ご希望の際は、同封の申込書または HP から申
込書を印刷していただき、必要事項をご記入の上、
FAX にてお送りくださいますようお願い申し上げま
す。

ぜひ
ご参加
ください

　当会常任理事会では橋下徹大阪市長の発言に対し大阪市に
下記の抗議文を送付しました。

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
３
年

　
　
　
　
４
月
９
日
㈫

　
　
19
：
30
～
21
：
20

【
場
　
所
】

　
　
盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】
役
員
、
事
務
局

併
せ
て
15
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
、 

兵
庫
協
会
か
ら
の

被
災
地
仮
設
住
宅
慰
問

の
依
頼
に
つ
い
て
前
回

同
様
、
共
催
と
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た

理
事
会
だ
よ
り 

４
月

　
２
、 

保
団
連
大
会
・
代

議
員
会
の
議
事
運
営
に

対
す
る
組
織
討
議
に
つ

い
て
は
総
務
会
で
検
討

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た

　
３
、 

定
期
総
会
の
役
割

分
担
、
保
団
連
（
宮
城

協
会
）
か
ら
の
来
賓
、

懇
親
会
の
運
営
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

　
４
、 

新
た
な
会
員
区
分

の
設
定
に
つ
い
て
は
来

月
の
会
議
で
再
度
協
議

す
る
こ
と
と
な
っ
た


